










小児に突然死や重篤な心臓障害をもたらす川崎病の心血管後遺症は川崎病罹患児にとって

最も重要な問題であるが,その長期管理についてはまだ定まった方法は呈示されていない。

厚生省「川崎病の突然死予防」研究班(班長:草川三治)は昭和 55年 2 月と昭和 58年 2 月に,

その時点における川崎病の急性期を中心とした治療法,および最善と思われる管理方法に

ついて提案をおこなった。今回はそれに加え,その当時まだ不明であった血管後遺症の病態

や自然歴について解説し,治療および長期管理の手引きを提案することとした。 

川崎病罹患者の一部がすでに成人に達してきている現在,小児科医のみならず内科医や循

環器専門医にとってもこの問題を十分理解してもらう必要がある。また外科的治療の適応

についても検討される時期にきている。そこで今回の提案は川崎病心血管後遺症の病態と

自然歴および治療・管理に関し現時点での知見を整理し,関係者に広く知っていただき,日

常診療に役立てもらうことを目的とした。 

また川崎病が突然死を来たすことで社会的関心が高く,学校や日常生活で不必要な運動制

限がされたり過保護になったり,また逆にのけ者扱いやいじめの対象になったりする例も

聞かれる。川崎病罹患児を取扱う医療関係者は家庭,学校と密に連絡を取りながら医学的な

管理とともに心身両面にわたるトータルケアを心掛けることが大切である。 


